
機密性２

○事業概要（新規性、市場性等）
・2011年の地デジ化に伴う番組ファイルのハイビジョン化、及びそれによる大容量化が進み、CATV
局も効率的な番組送出とアーカイブ化(書庫化)が求められている。
・従来の番組送出システムは、送出用サーバから番組ファイル送出後、退避・保存のためアーカイ
ブ化を行うが、これでは設備投資費用・管理コストがかかり、CATV局で大きな負担となっている。
・新システムでは、次期VATICによる制御で送出用サーバを不要とし、直接アーカイブ化装置にファイ
ルを保存、そこからメモリ付送出ポートにより直接番組送出を可能とすることで、初期設備投資の
削減及び管理コストの低減を図り、全体の費用負担を大きく減少させる。さらにリモートサポートを
開始し、遠隔操作により全国のCATV局に対するサービスを充実する。
・CATV市場は設備更新時期に来ており、本件システムは十分な市場がある。当社の現状のAPCの
シェアは30%を占め、業界での知名度も高いことから、初期から一定の導入が見込める。
・CATV局は現状、全国に約900局あり、本件の市場規模は135億円程度である。

企業 （株）ビデオ ク

開発・製造・販売

事業名 ： 次期VATICシステムの開発と事業化 ～アーカイブ化装置からの直接送出システム
～

地域 静岡県沼津市 認定日 平成２３年２月８日 ３－２２－１８６

事業分類 製造（電気・情報機器） テーマ分類 ＩＴ

連携体の構成事業推進体制

国内企業

販売・開発支援

コア企業：（株）ビデオ・テック
（静岡県沼津市）
・送出用サーバレス・アーカイブ直接
送出制御システムに関する開発・
製造・販売

①補助金
②低利融資（政策公庫）
③信用保証

支援予定メニュー

静岡銀行

金融支援

国内企業
・商社Ｉ
・商社Ｓ
・メーカーＴ
・メーカーＢ
海外企業
・サーバメーカーH
・サーバメーカーT

（株）アサカ
（東京都日野市）
・大容量記憶装置の制御システム
の開発
・新開発VATICとの適合及び動作
確認の検証

アーカイブ化装置開発支援

大容量アーカイブ化装置とメモリ付送
出ポートをVATICで同時制御

①高価な送出用サーバを不要とする
ことで、圧倒的なローコストを実現。
②デジタルハイビジョン放送に耐える
大容量アーカイブ化装置を採用。
③放送済み番組の映像ファイルの
退避・保管作業不要。
④当社サポートセンターによる、
システムのリモートサポートで、
保守・緊急対応が可能。


